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新型コロナウイルス（COVID‐19）感染症とは

ウイルスの特徴

• 呼吸器感染症
• 主な感染経路は飛沫感染および接触感染
• 一定の条件下（３密空間や手技等）でエアロゾル感染
• 無症状の感染者でも他者に感染させてしまう可能性がある
• 一人の感染者から平均2‐3人に感染させる
• 潜伏期は、約５日で最⾧１４日程度
• 感染可能期間は、発症２日前から発症後７日間程度
• 日本国内の致死率は1.8％
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主な症状

（CDC. Interim Clinical Guidance for Management of Patients with Confirmed COVID‐19より）

味覚・嗅覚異常もお忘れなく…
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日本における年齢階級別症例数と致命率

致死率は50代を超えると加齢とともに上昇
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感染性と潜伏期間・発症間隔
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典型的な経過
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検査
PCR検査
• 感度は約７０％（１００人の感染者に検査した場合３０人は陰性）
• 検体は、唾液、鼻咽頭ぬぐい液、鼻腔拭い液、痰

抗原キット
• 感度はPCR検査に比べさらに劣る
• 短時間（約３０分間）で検査結果を得ることができる

「“陰性”は感染していないことの確実な証明にはならない」
「検査結果がすべてではない」
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飛沫感染
• 感染者の咳やくしゃみ、会話等でウイルスの含まれた体液の飛沫を浴びる
• ウイルスの入り口は、口・鼻・眼の粘膜
• 会話や咳、くしゃみによる飛沫は約１~２m飛ぶ

接触感染
• 汚染されたモノやヒトに触れた手で、自身の鼻や目を触る

エアロゾル感染（≠空気感染）
• ３密空間では空気感染に似たような感染経路を持つ可能性がある

感染経路

8



飛沫感染

https://www.gakkohoken.jp/freeillust/freeillusts/single/329
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接触感染

http://www.misaki.rdy.jp/illust/hukushi/kansenyobou/keiro1/jpg/401.jpg
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https://www.suwachuo.com/pdf/all2.pdf?_ga=2.129484491.638007445.1604281987657863106.1604281987
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感染予防のポイント
• 飛沫感染・接触感染を防ぐには

• 職場内での感染リスクを下げるために
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飛沫感染を防ぐには
• マスクを着用
（吸い込まない）

• 感染者との距離を少なくとも1m以上に保つ
（届かせない）

• 感染者にマスクを着用させる
（飛沫させない）
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着け方

• 表・裏を確認
• ノーズワイヤーがある方が上
• ノーズワイヤーを鼻の形に合わせる
• プリーツを顎の下まで伸ばし覆う
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外し方
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接触感染を防ぐには

• 手指衛生（手洗い・手指消毒）
（手指で目、口、鼻にウイルスを運んでしまうことを防ぐ）

• 環境消毒
（ウイルスがモノや環境を媒介して拡がることを防ぐ）

17



手指衛生

• 基本にして最重要
• 手指衛生の方法やタイミングが大切
• 消毒の場合は１５秒以上、手洗いの場合は３０秒以上かける
• 自身はもちろんのこと、家族や周囲の方にも徹底してもらう
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手指衛生のタイミング
• 帰宅時
• 職場に到着時
• 食事・調理の前
• トイレ・おむつ交換のあと
• 動物や動物のエサや排泄物に触れたあと
• ゴミ出しのあと
• 手が目に見えて汚れているとき
• 病気の人の世話をする前後
• 傷の手当をする前後
• 外出先で顔に触れる前
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環境消毒の方法
• アルコールクロス 薬液濃度70~80%（少なくとも60％以上）

• 次亜塩素酸ナトリウム溶液（ハイター）0.05%を浸したクロス
（ただし臭気や金属腐食性がある）

• 噴霧はしない方が望ましい
（吸引毒性や消毒不足になりやすい）

• 拭き上げることが重要

• 手袋を用意できるとなおよい

おすすめ
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環境消毒する場所
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職場内での感染リスクを下げるために
（手指衛生・マスク・環境消毒以外）

• 感染リスクが高まる機会を減らす
• 適切な換気
• 職員の健康管理
• 職員教育
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• 職業柄すべての事項を徹底
することは困難な場合も
あるが、部分的にでも実践し
リスクを少しでも下げる

• 少なくともプライベートでは
徹底できるようにする
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職員の健康管理
• 出勤時の体調チェック

• 相談しやすい環境をつくる

• 中立的かつ非懲罰的な対応を行う

• 症状を申告した職員や感染した職員を責めるようなことをしない
（懲罰は積極的な申告を阻むという弊害を生みやすい）
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職員教育
• 定期的に指導や研修を行う

• 新型コロナウイルス感染症の基礎的なことを知っておくことで、
対策の根拠を得やすく、納得が得られやすい
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事前にいただいた質問について
• 店舗運営で注意すべき点、来店者向けに注意を促す点

本日お話した点を従業員、来店者が徹底すること
さらに、従業員同士や来店者同士でも注意が必要

• 従業員やお客様に感染者が発生した場合の対応

どこに報告が必要か
基本的には診断した医師が保健所へ報告し調査が開始となる

PCR検査の内容や費用負担
医師判断がある場合は実質無料（濃厚接触者への検査も無料）
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事前にいただいた質問について
• 濃厚接触の定義（以下のいずれかに該当）

陽性者と同居などで⾧時間の接触があった者

適切な感染防護無しに患者（陽性者）を診察、看護もしくは
介護等で直接接触した者

手で触れることの出来る距離（目安: 1メートル以内）で
必要な感染予防策がない状況で、「患者（確定例）」と
15 分以上の接触があった者

29



症状が出現する２日前から感染性がある以上、
発症者に対してのみの感染対策では後手

（症状がなくても）常に

「感染者が身近にいる、
もしくは自身が感染者かもしれない」

という意識が大切
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